
　第一次観光振興計画（平成19年度から 27
年度実施）は、観光と農林業、商工業との連

携により、市民全体が豊かになる「観光で潤

うまちづくり」を基本理念に定め、仙北市の

観光を形作っている自然環境や農村風景、文

化や歴史を『のこす』、花や緑、温泉、雪、

山の幸で人々を『いやす』、仙北市を訪れた

人々をあたたかく『もてなす』、この 3 つを

基本方針に掲げ進めてきました。この間、農

業と観光業の連携によるグリーン・ツーリ

ズム（※1）、日本国内での国際交流のさきがけ

といわれている、澄清湖と田沢湖との姉妹湖

締結を契機とする台湾との相互交流やイン

バウンド（※2）の誘客、県と共同で実施してい

る「FIS フリースタイルワールドカップ秋田

たざわ湖大会」による冬季観光客減少の歯止

め策など、計画的に事業を実施してきまし

た。また、数値目標として掲げた「交流人口

1千万人」は、東日本大震災の発生等もあり、

平成28年は約500万人と現在も目標を達成

できていません。

　第一次観光振興計画で課題とした、「日帰

り、通過型の傾向」「情報発信不足」「冬季観

光客が少ない」「受け入れ態勢が不十分」「観

光地間のアクセスが不十分」の 5 つについて

も大きく改善に至っていない状態のため、今

後は、交流人口を増やしつつ、観光経済波及

効果などの目標を掲げ、地域の方々が満足し

安心できるよう、課題解決に向けて進めてい

く必要があります。

※1　グリーン・ツーリズム ･･･ 農山漁村に滞在し農漁業体験を楽
しみ、地域の人々との交流を図る余暇活動のこと。
※2　インバウンド ･･･ 外国人が訪れてくる旅行のこと。日本への
インバウンドを訪日外国人旅行または訪日旅行という。

　本市の観光施策全般に関する第二次仙北市観光振興計画を策定しました。

　第二次観光振興計画では、仙北市の観光産業の目指すべき姿をより明確にし、行政

はもとより市民、企業、関係諸機関の方々と連携を強化し、発展的な戦略およびプロジェ

クトを実践していきます。そして、市民の声を施策に反映する仕組みとして、観光プ

ロジェクト推進会議（仮称）を設置します。委員については公募する予定ですので、詳

細は今後広報等でお知らせします。
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　第一次観光振興計画で達成できなかった課

題解決に向け、新たな観光振興計画は、仙北

市の観光産業の目指すべき姿をより明確に

し、行政はもとより市民、企業、関係諸機関

の方々と同じ方向に向かって連携を強化し、

平成28年に策定した第二次仙北市総合計画

（基本計画（前期））を踏まえつつ、今後の状

況に対応するための発展的な戦略、プロジェ

クトを構築し実践していくものです。

 ◆第一次観光振興計画の総括 

 ◆第二次観光振興計画の趣旨 

 ◆仙北市が目指す理想の姿

 ◆基本理念 

　国内旅行者、訪日外国人旅行者ともに、観光地に求めるニーズが多

様化している中、観光事業者同士の連携にとどまらず、様々な業種が

連携を行い、今ある観光素材の磨き上げや、継続的な集客の仕掛けづ

くりを進め、何度でも訪れたい、1年を通して訪れたいと思うまちを

目指します。

 1. 何かある、観光で潤うまち

　お客様目線で「感動」を与える取り組みを実施します。日本全体に

おいて、少子高齢化が急激に進行しています。世界中の観光地の中か

ら「仙北市」を選んでもらうために、人材育成、受け入れ態勢強化は

不可欠です。地域経済を維持発展させるためにも、長期滞在の観光地、

観光消費額の拡大を目指します。

　世界が認める「乳頭温泉郷」 「武家屋敷通り」「角館祭りのやま行事」

等の高い知名度を活かし、ブランドを確立し発信します。「歴史的な

文化施設」「自然資源」「8 つの泉質がある温泉」「伝統の継承」等、国

内外に誇れる仙北市のイメージが浸透し実感できるために、質を向上

させ統一ブランド化し、観光産業のみならず、新たな食の開発等も含

めた発信を目指します。

 ◆計画期間

平成30年度（2018年）から平成34年度（2022年）までの 5年間

 ◆戦略の柱

　　　 「温泉を科学的に活用」 
★効用を明確にする
★効果的な入浴、温泉、泉質の活用
★ 8 つの泉質を活用した小トリップ 

1）湯治文化の再創造 ～ 温故知新 ～

　昔ながらの湯治文化を今に残す仙北市。「源泉かけ流

し」「8 つの泉質」「温泉療養」等、歴史を感じながら温泉

を楽しむ湯治客も多くいます。一方では、旅行形態は「団

体」から「個人」へ、消費も「モノ」から「コト」へと変化し、

温泉地に求めるニーズも多様化しています。そこで旧

来の湯治と、運動・科学を組み合わせた近未来型湯治「ヘ

ルスケア」を推進し、新たな湯治文化を目指します。

　　　　　　 「健康保養地としての活用」
★「オンセルジュ（※ 3）（仮称）」認定と推進
★「食べる」「動く」「笑う」「入る」をプログラム
★ヘルスケアツーリズム（※ 4）の創造
★健康に関心が高い北京・上海をターゲットにしたプログラム

仙北市の魅力が国内外に浸透し
　まちが賑わっている

平成34年（2022年）　理想の姿

 2. 交流人口、消費額の拡大

 3. ブランドの確立と発信
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市民が参加して作る観光プロジェクト推進会議
※観光関係事業者のみならず、市内の様々な分野の方が会議に参加

インバウンドの推進

①ターゲットの明確化
②官民一体の取り組み
③温泉、四季、自然を活用
④デジタルマーケティング（※ 5）

仙北ツーリズム推進

①教育旅行
②グリーン・ツーリズム（※ 1）

③ユニバーサルツーリズム（※ 6）

④フィルムコミッションの活用

滞在時間拡大

①武家屋敷通りの賑わい 
②歩くまちの確立
③着地型商品の造成
④長期滞在、広域観光の推進
⑤文化財の活用
⑥朝・夜の賑わい創出

ブランディング

①伝統工芸の振興
②農畜産物ブランド化
③食の追求

④ジビエ料理（※ 7）

⑤温泉ブランド
⑥ふるさと納税

2）四季を楽しむまち ～ 何度も訪れたいまちへ ～

　年間約500万人を受け入れている観光地であるもの

の、滞在時間は極めて短いのが現状です。国内外から

の観光客目線で四季折々に、自分好みの楽しみ方を満

喫し滞在できる環境づくりを進めるとともに、市内で

の賑いの創出、回遊できるコンテンツの提案とブラッ

シュアップを進め経済波及効果を拡大させます。県内、

県外の観光地との周遊観光を提案するための質の向上

に取り組み、上質な仙北ブランドを確立し内外に発信

します。1年を通して観光客が楽しめるまち、そして住

みたいと思っていただけるまちを目指します。

国際文化都市としての受入整備

①受け入れ態勢の整備
②Ｗｉ - Ｆｉの整備
③多言語表記

④ユニバーサルデザイン
⑤地域限定案内士
⑥ランドオペレーター（※ 8）

春（桃）の賑わい

①『桜まつり』の新たな取り組み
②花紀行
③玉川ダム湖
④提携大学の教育実習受け入れ

夏（緑）の賑わい

①田沢湖避暑地
②湖水浴と『鳴き砂』
③夏祭りの再考
④駒ケ岳とアウトドアメーカー

秋（赤）の賑わい

①ユネスコ無形文化遺産『やま行事』発信
②紅葉とライトアップ
③海外学生の短期インターンシップ受け入れ
④サイクリングイベント開催

冬（白）の賑わい

①冬の観光コンテンツ発信
②小正月行事のブランド化

③スキーリゾート復活
④閑散期宿泊施策

3）市民主体のまちおこし 

～ 連携力の強化 ～
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 ◆計画進捗管理およびプロジェクト推進体制

　「湯治文化の再創造」「四季を楽しむまち」「市民主体

のまちおこし」この 3 つのプロジェクトをセクションに

とらわれず、横断的な体制で実行します。

　また、1 つひとつのプロジェクトには、さらに細かい

アクションプランを定めていますが、その課題分析や

対策を宿泊施設、商業関係者、交通事業者、観光協会

等々、観光に携わる市民の方々を含むプロジェクトチー

ムが行います。そしてプロジェクトチームから出され

た意見を戦略会議で決定し観光施策の形とします。

戦略会議
観光振興計画の進捗管理・観光プロジェクト推進会議からの提言を受け施策を検討

観光商工部

【プロジェクト担当部署】
観光課
国際交流推進室
商工課
農林部
農山村体験デザイン室
地域おこし協力隊　等

プロジェクト②

四季を楽しむまち

・春（桃）の賑わい
・夏（緑）の賑わい
・秋（赤）の賑わい
・冬（白）の賑わい
・インバウンドの推進
・国際文化都市としての
　受入整備

・仙北ツーリズム推進
・滞在時間の拡大
・ブランディング

アクションシート

・市民総コンシェルジュ

・観光教育

・推進体制の整備

アクションシート

・温泉を科学的に活用

・健康保養地としての活用

アクションシート
※ 5　デジタルマーケティング…ウェブサイトや E メール、スマートフォンアプリ、
Facebook や Twitter を始めとする SNS( ソーシャル・ネットワーキング・サービス )
などの電子メディアを通じて、企業が提供する商品やブランド、サービスのマーケ
ティングを行うこと。
※ 6　ユニバーサルツーリズム ･･･ すべての人が楽しめるように作られた（ユニバーサルデザイン）旅行のこと。
※ 7　ジビエ料理 ･･･ 狩猟で得た天然の野生鳥獣の食肉を意味する言葉（フランス語）で、 ヨーロッパでは貴族の伝統料理として古くから発展してきた食文化。
※ 8　ランドオペレーター…旅行会社の依頼を受け、旅行先のホテルやレストラン、ガイドやバス・鉄道などの手配・予約を専門に行う会社のこと。

観光教育
★各年代に合わせた地域理解の醸成
★語り部育成プログラムの実施
★郷土検定等の資格制度の制定
★田沢湖クニマス未来館、思い出の潟分校活用

推進体制の整備
★幅広い年代の市民参加機会の創出
★変化に対応するための支援制度新設
★官民連携による一体感の醸成と徹底
★市長が座長の戦略会議新設

市民総コンシェルジュ（※ 9）

★ホスピタリティの向上
★イベントの市民サポート体制確立

※ 9　コンシェルジュ ･･･ 総合的な世話係の意。

観光協会 商工会

アクションプランの策定・観光施策の課題分析や課題の検討

【プロジェクト担当部署】
観光課
企画政策課
教育委員会
地域おこし協力隊　等

プロジェクト③

市民主体のまちおこし

【プロジェクト担当部署】
地方創生・総合戦略室
観光課
国際交流推進室
保健課
包括支援センター
地域おこし協力隊　等

プロジェクト①

湯治文化の再創造
産
業
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会
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